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課題９
・アクチン繊維は細胞分裂における細胞質分裂において収縮環の成分になる。
Ｍ期において中心体から微小管が伸び、動原体にくっつき中心体が遠ざかることで姉妹染色体の分離を引き起こす
　・アクチン繊維は細胞の形を決定していて細胞質流動を引き起こす。筋細胞においてはミオシンとともに筋収縮にかかわる。
　　微小管は細胞内での物質経路の役割を果たしている。
　
まとめ１０省略

課題１０
　・生物の本質は自己複製であり、最初の細胞、最初の自己複製分子とさかのぼっていくと宇宙の創生（ビッグバン）が究極的な生物の起源である。
ユーリー・ミラーの実験という、原始地球の大気成分と考えられていたメタン、水素、アンモニアに放電させたところアミノ酸が作られた。これを生物の起源と考える化学進化説がある。宇宙空間から生物の種がやってきたと考えるパンスペルミア説もある。また、神が生物を創造したという説もある。
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